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国際ロータリー第２５６０地区
ロータリー財団地区補助金計画変更申請書
20　　-　　年度申請の下記ロータリー財団補助金プロジェクトの変更を申請致します。
１．クラブ名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロータリークラブ　　　　　

２．このプロジェクトについて記述して下さい。

　　1) プロジェクト名；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　2) 実 施 予 定 日；開始日          年　　月　　日　　　～　　終了日　　　　年　　月　　日　
　　3) 実　施　場　所；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　4) 活 動 の 種 類；①地域社会の発展（一般）、②地域社会の発展（ボランティア奉仕）、


　　　 ③教育（一般）、④教育（ボランティア奉仕）、⑤保健（一般）、⑥その他（　　　　　　　）
　　5) 主　　　　　旨；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜　計画変更内容　＞
＜　変更理由　＞
３．プロジェクトについて具体的に記述してください。

	項目
	設問
	記入欄

	プロジェクトの目的
	プロジェクトの目的を具体的に記入してください。
	

	受益者の特定
	プロェクトにより受益者や受益地域を具体的に記入してください。
公募の場合は対象者をどのように特定しましたか。
	

	ニーズの確認
	受益者や受益地域のニーズをどのように確認したか具体的に記入してください。
	

	ロータリアンの参加
	プロジェクトにおける資金面以外のロータリアンの参加状況を具体的に記入してください。
	

	成果の確認
	プロジェクトによって受益者や受益地域にどのような変化がもたらされるかを具体的に記入してください。
	

	持続可能性
	プロジェクト終了後においても受益者や受益地域が自立してその変化を継続していけるかを記入してください。
	

	広報活動
	プロジェクトがロータリー提唱の事業であることをどのように広報するか具体的に記入してください。
	

	継続事業について
	過去に補助金を使った同様のプロジェクトを行っている場合は、具体的に記入してください。
	（該当する場合のみ）


	寄贈について
	物品の贈与にとどまらず、寄贈による効果・影響を具体的に記入してください。
	（該当する場合のみ）



４．協力団体 ― もしもプロジェクトに協力団体が関与する場合は、下記に協力団体名を記入され、活動にあたっての責任事項とプロジェクトにおいてどのようにロータリアンがその団体と協力し合うことになるかを明記した参加陳述書を添付願います。本申請書に署名されることで、ロータリアン提唱者は同団体がプロジェクト国において登録され、定評があり、責任を持った団体として推奨し、またプロジェクト国の法律に従い活動していることを認証します。

協力団体の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

５．予算 ― プロジェクト全体の、全ての項目を含む詳細な明確化された予算を含めて下さい。

この予算の作成に当たって使用された証明書類（見積書等）を添付して下さい。　

	予算内訳
	数　量
	単　価
	金　額
	ﾛｰﾀﾘｱﾝの所属

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	


※予算内訳にある企業にロータリアンが所属している場合は✔を記入し、相見積書も添付する↑
６．資金計画 ― ５の予算の合計額と資金合計額は同じであること。　

	ク　ラ　ブ　調　達　資　金
	

	そ　の　他　の　資　金
	

	補　助　金　申　請　額
	

	合　　計
	


７．プロジェクト連絡担当者 ― プロジェクト補助金の不備を無くし管理に当たる2名のロータリアンを記載して下さい。

連絡担当者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラブでの役職　　　　　　　　　　　　　  
住所　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
携帯電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電子メール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
連絡担当補佐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラブでの役職　　　　　　　　　　　　　  
住所　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
携帯電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

８．承認 ― 本プロジェクトに関与する全ロータリークラブは、地区ロータリー財団委員会に対し、プロジェクトの活動内容に責任を持ち、報告する義務があります。申請者の署名は、提唱者がその責任を理解し、了承したことを確認することになります。また提唱者の署名は、その知る限りにおいて、本申請書の全ての記載事項が真実であり、正確であることを確認することになります。

９．クラブ会長 ― 　　　　　　　　　　　　ロータリークラブ会長として、私は、ここに当クラブがクラブの活動として本プログラムを実施することを決定したことを確認いたします。

実施年度　会長

氏名　　　　　　　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付　　　　　　　　　　　
第2560地区 20120年1月19日改訂
第2560地区 2020年9月1日改訂

